[bookmark: OLE_LINK16][bookmark: OLE_LINK18]	提出書類チェックシート

＊応募に必要な提出書類について欠落がないかチェックの上、本用紙も提出願います。本用紙は応募1件につき1枚作成してください。記載時には赤文字を削除してください。

	研究課題名
	



	代表機関名
	



	研究代表者名
	



	記　載　日
	



	提出に必要な提案書類

	□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	0 提出書類チェックシート （本用紙）
1 代表機関の長による申請書 （様式１）
2 表紙 （様式２）
3 研究代表者の基本情報 （様式３）
4 研究組織（研究代表者及び研究分担者） （様式４）
5 全体構想 （様式５）
6 年次計画 （様式６）
7 各年度別経費内訳 （様式７）
8 研究開発費の応募・受け入れ等の状況 （様式８）
9 人権の保護および法令等の遵守への対応 （様式９）
10 誓約書 （様式１０）










（様式１）
代表機関の長による申請書
＊押印後、スキャナ等で取り込み、その他の提出書類と一緒にe-Radで提出してください。
令和８年　　月　　日

文部科学大臣　殿


機関名　　　　　　　　　　　　　
機関長名　　　　　　　　　　　　　


「DX/GX両立に向けたパワーエレクトロニクス次世代化加速事業」
に係る申請について


標記の件について、別添のとおり申請いたします。
なお、「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）」に基づいた
体制整備等自己評価チェックリストについては提出済みです。

記提出済みでない場合は削除してください。


研究課題名：

研究代表者名：

部局・役職：



以上



（様式２）
表紙
	研究課題名
（英語表記）
	

	研究代表者
氏名
	（フリガナ）
	

	
	（漢字等）
	

	所属研究機関
	

	研究機関住所
	〒

	電話番号
	

	メールアドレス
	

	部局
	

	職名
	

	経理事務
担当者氏名
	
	経理担当部局名・連絡先等
	
電話番号：
メールアドレス：

	研究分担者
氏名
	（フリガナ）
	

	
	（漢字等）
	

	所属研究機関
	

	研究機関住所
	〒

	電話番号
	

	メールアドレス
	

	部局
	

	職名
	

	経理事務
担当者氏名
	
	経理担当部局名・連絡先等
	
電話番号：
メールアドレス：


＊分担機関の数に応じて適宜記入欄を追加すること。



[bookmark: _Toc32851068]（様式３）
	研究代表者の基本情報

	氏名
	

	国籍
	
	生年月日（西暦）
	

	所属機関・部局・役職
	

	学歴（大学卒業以降）
	（記入例）
平成◯◯年 ◯◯大学◯◯学部卒業
平成◯◯年 ◯◯大学大学院◯◯研究科修士課程○○専攻修了
平成◯◯年 ◯◯大学大学院◯◯研究科博士課程○○専攻修了
平成◯◯年 博士（◯◯学）（◯◯大学） 取得

	研究開発歴
（主な職歴と研究内容）
	（記入例）
平成◯◯年～◯◯年 ◯◯株式会社◯◯開発部
（◯◯◯◯について開発）
平成◯◯年～◯◯年 ◯◯大学特任准教授
（◯◯◯◯に関する研究に従事）
令和◯◯年～◯◯年 ◯◯株式会社◯◯事業部
（◯◯◯◯事業担当）

	研究代表者の情報
	URL：
【研究代表者情報を収載しているホームページ（研究室ホームページ、researchmapページ等）があればURLを記載ください】

	その他特記すべき活動歴
	（社会貢献活動、国際活動等本事業に関わる特記事項があれば任意記入）



（様式４）
研究組織（研究代表者及び研究分担者）
	
	氏名（年齢）
研究者番号
	所属研究機関
部局
職名
	現在の専門
学位（最終学歴）
役割分担
	年度
研究経費
（千円）
	エフォート
（％）

	研究代表者
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	研究分担者
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	計　00名
	研究経費合計
	
	


（様式５）
全体構想
（テーマ①　GaNパワーデバイス作り込み技術）

１．研究開発実施内容　　※１０ページ以内で記載してください。
１－１．　研究開発の目標
研究開発の達成目標を、研究開発期間の中間時点（４年目）・終了時点（７年目）に分けて、簡潔かつ明確に記載してください。それぞれの目標設定にあたっては、提案時点での自らの技術水準を明らかにするとともに、競合技術を定量的にベンチマークし、さらに中間時点・終了時点それぞれで目標の到達・未達を判断することができる指標を合わせて設定してください。設定する指標については、目標の到達・未達を客観的かつ合理的に判断できるものであれば、必ずしも定量的な指標であることは求めません。



１－２．　前半４年間の研究開発計画とその進め方
研究開発の内容・計画を、公募要領に示す①-a.～ｃ.のテーマごとに具体的に記載してください。それぞれのテーマで、どのように目標を達成しようとするのか、構想・計画の特色・優位性を交えて具体的に記載してください。また、それぞれのテーマにおけるマイルストーン（計画達成度の判断基準と時期）を明示してください。



１－３．　後半３年間の研究開発計画とその進め方
研究開発の内容・計画を、公募要領に示す①-d.～e.のテーマごとに具体的に記載してください。それぞれのテーマで、どのように目標を達成しようとするのか、構想・計画の特色・優位性を交えて具体的に記載してください。また、それぞれのテーマにおけるマイルストーン（計画達成度の判断基準と時期）を明示してください。



１－４．　テーマ②との連携に向けた研究開発体制上の工夫
　テーマ②の研究開発チームへのパワーデバイスの提供及びフィードバックを適切に受け取るために、どのような研究開発体制上の工夫を設けるのか具体的に記載してください。また、同様の観点から他に工夫する点があれば、具体的に記載してください（例：研究開発スケジュールにおける調整尤度の確保、データ共有体制の工夫等）。



１－５． 開発成果の実用化に向けた橋渡し活動
研究開発によって得られた成果の実用化に向けた活動内容を記載してください（例：民間企業との共同研究の計画等）。



2． 研究開発実施体制　　※４ページ以内で記載してください。
２－１． 研究開発体制に関する構想
本欄には、確実に参加が見込まれる主要な研究機関及び参加時期、また、各研究機関の役割・必要性、参加予定の主たる共同研究開発者について記載してください。将来的に参加を期待する研究機関及び参加時期については、可能な範囲で記載してください。



２－２． 開発体制の概略図
実施体制について、図表を用いて簡潔に記載してください。








































３．研究業績　　※４ページ以内で記載してください。
（1） これまでの研究活動と実績
本欄には応募者（研究代表者、研究分担者）の研究計画の実行可能性を示すため、実績（論文、著書、産業財産権等）について記載してください。記載にあたっては、網羅的に記載する必要はなく、本研究計画の実行可能性を説明する上で、その根拠となる文献等の主要なものを適宜記載するようにしてください。また、当該研究業績を同定するに十分な情報を記載していただくようお願いします。具体例として、学術論文の場合は論文名、著者名、掲載誌名、巻号や頁等、発表年（西暦）、著書の場合はその書誌情報などを記載してください。



（2） 研究環境（研究遂行に必要な研究施設・設備・研究資料等を含む）




























（様式５）
全体構想
（テーマ②　GaNパワエレシステムトータルとしての実証）

１．研究開発テーマ
　以下のテーマのうち、本提案が該当するものをチェック（□→■）してください。

□　テーマ②　GaNパワエレシステムトータルとしての実証　うち静止系電源システム
□　テーマ②　GaNパワエレシステムトータルとしての実証　うち運動系電源システム

２．研究開発実施内容　　※10ページ以内で記載してください。
２－１．　研究開発の目標
研究開発の達成目標を、研究開発期間の中間時点（４年目）・終了時点（７年目）に分けて、記載してください。達成目標は、2030年代後半の社会のボトルネック課題をＧａＮパワーデバイスの活用により打破するものとして設定してください。ボトルネック課題については、2030年代後半の社会で必要となる電源システムを構想し、そこからバックキャストして、それを支えるパワエレ回路システム及び関連技術を描き、現在のパワエレ技術とのギャップを分析することで、特定するとともに、その過程を目標とともに記載してください。また、テーマ②では、研究開発成果の社会実装を担う民間企業との事業化に向けた共同研究契約等を締結すること、またはスタートアップを立ち上げることを目標に組み入れることを求めていますので、この点についても明記してください。それぞれ（４年目・７年目）の目標設定にあたっては、提案時点での自らの技術水準を明らかにするとともに、競合技術を定量的にベンチマークし、さらに中間時点・終了時点それぞれで目標の到達・未達を判断することができる指標を合わせて設定してください。設定する指標については、目標の到達・未達を客観的かつ合理的に判断できるものであれば、必ずしも定量的な指標であることは求めません。



２－２．　前半４年間の研究開発計画とその進め方
研究開発の内容・計画を、公募要領に示す②-a., b.のテーマごとに具体的に記載してください。それぞれのテーマで、どのように目標を達成しようとするのか、構想・計画の特色・優位性を交えて具体的に記載してください。また、それぞれのテーマにおけるマイルストーン（計画達成度の判断基準と時期）及びテーマ①との連携において、提供されるGaNパワーデバイスの性能が要求と合致しない場合を想定した性能すり合わせや実証見直しの考え方も明示してください。



２－３．　後半３年間の研究開発計画とその進め方
研究開発の内容・計画を、具体的に記載してください。それぞれのテーマで、どのように目標を達成しようとするのか、構想・計画の特色・優位性を交えて具体的に記載してください。また、研究開発成果の社会実装に向けた計画についても具体的に記載してください。それぞれのテーマにおけるマイルストーン（計画達成度の判断基準と時期）を明示してください。





２－４．　テーマ①との連携に向けた研究開発体制上の工夫
　テーマ①の研究開発チームからのパワーデバイスの受け取り及びフィードバックを適切に発信するために、どのような研究開発体制上の工夫を設けるのか具体的に記載してください。また、他に工夫する点があれば、具体的に記載してください（例：研究開発スケジュールにおける調整尤度の確保、データ共有体制の工夫等）。



２－５． 研究開発成果の実用化に向けた橋渡し活動
研究開発によって得られた成果の実用化に向けた活動内容を記載してください。特に、後半３年間で取り組む研究開発成果の社会実装に向けた取組について、具体的に記載してください。（例：民間企業との共同研究やスタートアップ立ち上げに向けた計画等）

































3． 開発実施体制　　※４ページ以内で記載してください。
３－１． 開発体制に関する構想
本欄には、確実に参加が見込まれる主要な研究機関及び参加時期、また、各研究機関の役割・必要性、参加予定の主たる共同研究開発者について記載してください。ＡＩ・数理分野の知見・技術を取り入れる体制に該当する部分を明示してください。また、テーマ②では、研究開発成果の社会実装の目標を達成するための体制づくりを求めておりますので、この点についても明記してください。将来的に参加を期待する研究機関及び参加時期については、可能な範囲で記載してください。



３－２． 開発体制の概略図
実施体制について、図表を用いて簡潔に記載してください。ＡＩ・数理分野の知見・技術を取り入れる体制及び研究開発成果の社会実装の目標を達成するための体制に該当する部分を明示してください。






































４．研究業績　　※４ページ以内で記載してください。
（１）これまでの研究活動と実績
本欄には応募者（研究代表者、研究分担者）の研究計画の実行可能性を示すため、実績（論文、著書、産業財産権等）について記載してください。記載にあたっては、網羅的に記載する必要はなく、本研究計画の実行可能性を説明する上で、その根拠となる文献等の主要なものを適宜記載するようにしてください。また、当該研究業績を同定するに十分な情報を記載していただくようお願いします。具体例として、学術論文の場合は論文名、著者名、掲載誌名、巻号や頁等、発表年（西暦）、著書の場合はその書誌情報などを記載してください。



（２）研究環境（研究遂行に必要な研究施設・設備・研究資料等を含む）




























（様式６）
年次計画

	
	年次計画（分担機関がある場合、分担機関の内容を含めて記載ください。）

	
	令和８年度
	令和９年度
	令和10年度
	令和11年度
	令和12年度
	令和13年度
	令和14年度

	代表機関名
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○


	
	
	
	
	
	
	

	分担機関名
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○


	
	
	
	
	
	
	

	分担機関名
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

	
	
	
	
	
	
	


　
（様式７）
各年度別経費内訳

	７－１．所要経費（全体計画）
（分担機関がある場合、分担機関の所要経費を含めて記入してください。）
	（単位：千円）

	費目種別
	令和8年度
	令和9年度
	令和10年度
	令和11年度
	令和12年度
	令和13年度
	令和14年度
	計

	物品費	
	設備備品費
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	消耗品費
	
	
	
	
	
	
	
	

	人件費・謝金
	人件費
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	謝金
	
	
	
	
	
	
	
	

	旅費
	旅費
	
	
	
	
	
	
	
	

	その他
	外注費(雑役務費)
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	印刷製本費
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	会議費
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	通信運搬費
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	光熱水料
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	その他(諸経費)
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	消費税相当額
	
	
	
	
	
	
	
	

	間接経費
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	
	


（※）各項目の金額は千円単位（千円未満は切り捨て）とし、原則として消費税込みで記入してください。


	７－２．所要経費（代表機関：代表機関名記入）

	（単位：千円）

	費目種別
	令和8年度
	令和9年度
	令和10年度
	令和11年度
	令和12年度
	令和13年度
	令和14年度
	計

	物品費	
	設備備品費
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	消耗品費
	
	
	
	
	
	
	
	

	人件費・謝金
	人件費
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	謝金
	
	
	
	
	
	
	
	

	旅費
	旅費
	
	
	
	
	
	
	
	

	その他
	外注費(雑役務費)
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	印刷製本費
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	会議費
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	通信運搬費
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	光熱水料
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	その他(諸経費)
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	消費税相当額
	
	
	
	
	
	
	
	

	間接経費
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	
	


（※）各項目の金額は千円単位（千円未満は切り捨て）とし、原則として消費税込みで記入してください。





	７－３．所要経費（分担機関：分担機関名記入）　※分担機関が大学等である場合

	（単位：千円）

	費目種別
	令和8年度
	令和9年度
	令和10年度
	令和11年度
	令和12年度
	令和13年度
	令和14年度
	計

	物品費	
	設備備品費
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	消耗品費
	
	
	
	
	
	
	
	

	人件費・謝金
	人件費
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	謝金
	
	
	
	
	
	
	
	

	旅費
	旅費
	
	
	
	
	
	
	
	

	その他
	外注費(雑役務費)
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	印刷製本費
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	会議費
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	通信運搬費
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	光熱水料
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	その他(諸経費)
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	消費税相当額
	
	
	
	
	
	
	
	

	間接経費
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	
	


（※）各項目の金額は千円単位（千円未満は切り捨て）とし、原則として消費税込みで記入してください。
＊分担機関の数に応じて適宜表を追加してください。




	７－４．外部リソース
	（単位：千円）

	参画機関名・概要
	令和8年度
	令和9年度
	令和10年度
	令和11年度
	令和12年度
	令和13年度
	令和14年度
	計

	A社
	○○にかかる人件費
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	○○にかかる共同研究費
	
	
	
	
	
	
	
	

	B社
	○○にかかる人件費
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	○○にかかる共同研究費
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	
	


（※）各項目の金額は千円単位（千円未満は切り捨て）とし、原則として消費税込みで記入してください。



（様式８）
研究開発費の応募・受け入れ等の状況
・研究代表者が、現在受けている、あるいは申請中・申請予定の国の競争的資金制度やその他の研究助成等（民間財団・海外機関含む）について、制度名ごとに、研究開発課題名、研究開発期間、役割、本人受給研究開発費の額、エフォート等を記入してください。募集要項「第2章2.10（２）　不合理な重複・過度の集中に対する措置」もご参照ください。
・記入内容が事実と異なる場合には、不採択、採択されても後日取り消し又は減額配分となる場合があります。
・現在申請中・申請予定の研究助成等について、この研究開発提案の選考中にその採否が判明する等、本様式に記載の内容に変更が生じた際は、本様式を修正の上、公募要領に記載の問い合わせ先まで電子メールで御連絡ください。
・面接選考の対象となった場合、他制度への申請書、計画書等を求める場合があります。

８－１．申請中・申請予定の研究費
	資金制度・研究開発費名（研究機関・配分機関等名）
	研究開発課題名
（研究開発代表者氏名）
	役割
	令和８年度の研究開発費（期間全体の額）　　　（千円）
	エフォート（％）
	研究開発内容の相違点及び他の研究開発費に加えて本応募研究課題に応募する理由

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	







８－２．受入中・受入予定の研究費
	資金制度・研究開発費名（研究機関・配分機関等名）
	研究開発課題名
（研究開発代表者氏名）
	役割
	令和８年度の研究開発費（期間全体の額）　　　（千円）
	エフォート（％）
	研究開発内容の相違点及び他の研究開発費に加えて本応募研究課題に応募する理由

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	



・現在受入中または、受け入れが決定している助成等について、本人研究開発費（期間全体）が多い順に記載してください。
・「役割」は、代表又は分担等を記載してください。
・「研究開発費」は、ご本人が受給している金額（直接経費）を記載してください。
・「エフォート」は、年間の全仕事時間（研究開発活動の時間のみならず教育・医療活動等を含む）を100%とした場合、そのうち当該研究開発の実施に必要となる時間の配分率（％）を記載してください【科学技術・イノベーション会議における定義による】。
・人材育成プログラムのエフォートと現在受給中の助成等のエフォートを合計して100%を超えないようにしてください。
・必要に応じて行を増減してください。




（様式９）
人権の保護および法令等の遵守への対応

本欄には、本研究開発を遂行するに当たって、相手方の同意・協力を必要とする開発、個人情報の取扱いの配慮を必要とする開発、安全保障貿易管理、生命倫理・安全対策に対する取組を必要とする開発など法令等に基づく手続きが必要な開発が含まれている場合、講じる対策と措置を、1頁以内で記述してください。
個人情報を伴うアンケート調査・インタビュー調査、提供を受けた試料の使用、ヒト遺伝子解析研究、遺伝子組換え実験、動物実験など、研究機関内外の倫理委員会等における承認手続が必要となる調査・研究・実験などが対象となります。
該当しない場合には、その旨記述してください。


（様式１０）
誓　　　約　　　書
※機関の代表者の選任・任命を国が行う機関（国立大学法人、独立行政法人、国立研究開発法人等）は提出の必要はありません。

私及び当団体は、下記１及び２のいずれにも該当しません。また、将来においても該当することはありません。
　この誓約が虚偽であり、又はこの誓約に反したことにより、当方が不利益を被ることとなっても、異議は一切申し立てません。また、当方の個人情報を警察に提供することについて同意します。

記
１．契約の相手方として不適切な者
（１）法人等（個人、法人又は団体をいう。）の役員等（個人である場合はその者、法人である場合は役員又は支店若しくは営業所（常時契約を締結する事務所をいう。）の代表者、団体である場合は代表者、理事等、その他経営に実質的に関与している者をいう。）が、暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成3年法律第77号）第2条第2号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）であるとき
（２）役員等が、自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的、又は第三者に損害を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用するなどしているとき
（３）役員等が、暴力団又は暴力団員に対して、資金等を供給し、又は便宜を供与するなど直接的あるいは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与しているとき
（４）役員等が、暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれを不当に利用するなどしているとき
（５）役員等が、暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有しているとき

２．契約の相手方として不適当な行為をする者
（１）暴力的な要求行為をする者
（２）法的な責任を超えた不当な要求行為を行う者
（３）取引に関して脅迫的な言動をし、又は暴力を用いる行為を行う者
（４）偽計又は威力を用いて契約担当官等の業務を妨害する行為を行う者
（５）その他前各号に準ずる行為を行う者

「DX/GX両立に向けたパワーエレクトロニクス次世代化加速事業」
　　　　年　　月　　日
住所（又は所在地）
団体名及び代表者名
署名（自署）

＊個人の場合は上記に署名するにあたって、生年月日も併記してください。
＊法人の場合は役員の氏名及び生年月日が明らかとなる資料を添付してください。
